
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆概要とこれまでの流れ 
千葉県内で排出された指定廃棄物（8,000～100,000 ベクレル／kg の放射性物質を含む廃棄

物）の長期管理施設について、環境省は中央区蘇我にある東京電力の敷地をその候補地とし

て選定しました。現在、県内にはおよそ 3,700t（トン）の指定廃棄物があり、その多くは東

葛地区（柏市、松戸市等）に集まっております。千葉市にも約 7.7t ありますが、その選定過

程には納得できない部分があり、選定結果を受け入れることは困難と考えております。 

なお、環境省から通知のあった 4 月 24 日以降、これまでの経過は以下の通りです。 
 

 

4 月 24 日 環境省より市、県に対し選定結果を通知 

5 月 20 日 環境省より議会への説明・質疑を実施 

6 月 02 日 議会として環境省に対し、二回目の質疑を実施 

6 月 09 日 議会として環境省に「再協議を求める決議」を提出 

6 月 10 日 市長が環境省に「再協議の申し入れ」を提出 
 

 

 

◆県、市はどこまでも住民目線で！ 
候補地の選定手法や「県内 1 ヵ所への集約処理

とする」ことなど、計 4 回に渡る千葉県市町村長

会議によって議論されてきた経緯があります。 

県及び市行政には、その一連の議論に加わって

きたことを踏まえ、より主体性を持ち、どこまで

も住民目線で事に当たることを求めております。 
 

◆議論は十分だったのでしょうか？ 
各県の市町村長会議では、候補地の選定にあた

って「地域特性として配慮すべき事項」について

協議されております。例えば宮城県の場合、「年

間 50 万人以上の観光客が訪れる施設を持つ行政

区は対象外とする」ことが盛り込まれましたが、

千葉県ではそうした議論は行われておらず、議論は十分であったのか疑問が残ります。 

ちなみに千葉市では、幕張メッセや千葉神社などに年間 1,500 万人以上の観光客が訪れて

おります。 
 

◆「排出自治体での継続保管が最も現実的」と私たちは考えます！ 
公明党市議団では、千葉市の新港清掃工場や柏市を視察して参りました。（裏面参照） 

思った以上に厳重に管理されており、線量もさほどの数値を示していなかったことから「果

たしてこれらを無理に動かす必要があるのか？」というのが率直な感想でありました。 

千葉県の指定廃棄物は、他県と比較しても少数の自治体（10 市）での排出に留まっている

ことから、「排出自治体での継続保管が最も現実的」であると私たちは考えます。 
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＝それぞれの排出自治体での継続保管が現実的＝ 

公明党は再協議を求めました！ 

県内・指定廃棄物の長期管理施設について 

現時点（7月 7日）、

市及び市議会ともに

環境省に対して受け

入れ困難を表明し、再

協議を求めていると

ころです。 



 

 

 

 

 

➊千葉市の一時保管状況を視察 
 

写真①の後方にあるのが約 7.7ｔの指定廃棄物で

す。専用容器に格納しブルーシートで覆われて保管

されておりました。線量は次の通り。（単位はマイク

ロシーベルト） 

■シャッターの外側から計測：0.08μSv/h（注） 

■廃棄物から１メートルで計測：0.25μSv/h 

 

※想像よりも分量は少なく、少し距離を空ければ線

量も低レベルであったことから、“現状の保管で大き

な問題はない”との所感を持ちました。  
 

➋柏市の一時保管状況を視察 
 

県内で最も多く指定廃棄物が排出されている柏市

では、写真②のように清掃工場の地下・複数箇所に

バリケードが張られ分散して一時保管されておりま

した。 

 また、写真③のように「ボックスカルバート」と

呼ばれるコンクリート製の格納庫が建設されており、

こちらにも一時保管されております。約 7,000 万円

の施設で、もう一つの清掃工場においても建設作業

が進められておりました。線量は以下の通り。 

 ■地下のバリケード付近で計測：0.15μSv/h 

 ■ボックスカルバート付近で計測：0.08μSv/h 

 

※地下の複数箇所に保管されている状況については

何等かの改善の必要性は感じたものの、ボックスカ

ルバートについては非常に堅牢な建物であり、“廃

棄物を他の地域へ搬出・運搬することの方がリスク

が大きい”のではとの所感を持ちました。 
 

 

(注)「0.08μSv/h」は私たちの生活空間における、ごく一般的な 

 値と言えます。 
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ご意見、ご要望をお待ちしております。 

現 場 レ ポ ― ト 

『お知らせ』 
  諸団体から要望の多かった専用相談窓口について、 

公明党市議団としてその設置を求め、７月１日より 

以下の窓口が開設されましたのでお知らせ致します。 

  環境省コールセンター(千葉県専用ダイヤル） 

受付：平日の９:３０～１８:１５ 
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中央区千葉港 3-30－204 

Tel/Fax.043-248-6715 

千葉市議会議員 森山かずひろ 

 


